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鋭
い
日
差
し
が
、
肌
に
突
き
刺
さ
る
よ

う
な
猛
暑
の
８
月
31
日
。
中
央
大
学
創
立

１
２
５
周
年
記
念
行
事
と
し
て
、
中
央
大

学
対
早
稲
田
大
学
の
硬
式
野
球
部
交
流
戦

が
神
宮
球
場
で
行
わ
れ
、
多
く
の
本
学
Ｏ

Ｂ
や
学
生
達
が
応
援
に
駆
け
つ
け
、
ス
タ

ン
ド
は
約
６
０
０
０
人
の
観
客
で
埋
ま
っ

た
。

フ
ァ
ン
が
待
ち
わ
び
た
試
合

　

こ
の
交
流
戦
は
、
中
央
大
学
学
友
会
・

体
育
連
盟
の
学
生
有
志
が
発
案
・
企
画
し

て
実
現
し
た
。
東
都
一
部
リ
ー
グ
の
本
学

と
、
東
京
六
大
学
リ
ー
グ
の
強
豪
、
早
稲

田
大
学
と
の
伝
統
校
同
士
の
対
戦
を
神
宮

球
場
で
観
戦
で
き
る
機
会
は
滅
多
に
な
い

だ
け
に
、
多
く
の
学
生
野
球
フ
ァ
ン
が
こ

の
日
を
待
ち
わ
び
て
い
た
。

　

開
会
式
で
は
、
交
流
戦
を
企
画
し
た
実

行
委
員
長
の
関
良
子
さ
ん（
法
学
部
４
年
）

が
、「
ス
ポ
ー
ツ
は
人
と
人
と
を
つ
な
ぐ

も
の
。
実
績
を
積
み
重
ね
て
き
た
両
校
か

ら
、
大
学
野
球
の
面
白
さ
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

続
い
て
本
学
の
永
井
和
之
学
長
が
「
学

生
が
主
体
と
な
っ
て
こ
の
よ
う
な
企
画
が

行
わ
れ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
う
。
快
く
対

戦
を
引
き
受
け
て
く
れ
た
早
稲
田
大
学
野

球
部
の
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
述
べ
る
と
、
ス
タ
ン
ド
の
中
大

関
係
者
か
ら
早
大
野
球
部
へ
向
け
て
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。
始
球
式
で
は
、
久

野
修
慈
理
事
長
が
マ
ウ
ン
ド
に
立
ち
、
見

事
な
投
球
を
披
露
し
て
、
喝
采
を
あ
び
た
。

学
生
３
名
が
一
か
ら
企
画

　

記
者
は
試
合
が
行
わ
れ

て
い
る
間
に
、
関
さ
ん
に

交
流
戦
を
企
画
し
た
理
由

な
ど
に
つ
い
て
話
を
聞
い

た
。
関
さ
ん
は
「
１
２
５

周
年
企
画
で
、
早
稲
田
大

学
と
試
合
が
で
き
た
ら
面

白
い
ね
、
と
話
し
て
い

た
」
の
が
き
っ
か
け
と
い

う
。
中
大
に
は
大
学
№
１

の
剛
速
球
を
誇
る
澤
村
拓

一
投
手
や
主
将
の
鮫
島
哲

新
捕
手
、
早
大
に
は
人
気

と
実
力
の
あ
る
斎
藤
佑
樹

投
手
や
大
石
達
也
投
手
な

ど
、
両
校
チ
ー
ム
に
は
将
来
が
期
待
さ
れ

る
有
望
選
手
が
多
い
た
め
、「
対
戦
を
実

現
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
」
と

関
さ
ん
。

　

早
大
野
球
部
と
の
交
渉
を
行
っ
た
の
は
、

山
本
竜
平
さ
ん
（
総
合
政
策
学
部
５
年
）。

企
画
を
練
っ
た
後
、
ま
ず
中
大
野
球
部
の

高
橋
善
正
監
督
を
訪
ね
、
了
承
を
も
ら
っ

た
。
高
橋
監
督
は
、
早
大
野
球
部
の
應
武

硬
式
野
球
部
が
早
稲
田
大
学
と
交
流
戦

学
生
が
企
画
し
、実
現
し
た
期
待
の
対
戦

硬
式
野
球
部
が
早
稲
田
大
学
と
交
流
戦

学
生
が
企
画
し
、実
現
し
た
期
待
の
対
戦

硬
式
野
球
部
が
早
稲
田
大
学
と
交
流
戦

学
生
が
企
画
し
、実
現
し
た
期
待
の
対
戦

創
立
１
２
５
周
年
記
念
行
事

交流戦を企画した左から佐藤さん、関さん、山本さん
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篤
良
監
督
と
懇
意
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

春
、
早
大
と
の
オ
ー
プ
ン
戦
が
行
わ
れ
た

際
に
、
高
橋
監
督
と
一
緒
に
お
願
い
に
行

き
、
快
く
承
諾
を
得
た
と
い
う
。

　

中
心
と
な
っ
て
企
画
し
た
実
行
委
員
は
、

関
さ
ん
と
山
本
さ
ん
に
、
佐
藤
詩
織
さ
ん

（
文
学
部
４
年
）
を
加
え
た
３
人
だ
け
。

３
人
で
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
の
準
備
、
両

校
と
の
打
ち
合
わ
せ
、
日
程
調
整
、
式
次

第
の
準
備
な
ど
を
分
担
し
た
。

　

「
一
か
ら
企
画
を
作
り
上
げ
た
と
い
う

経
験
は
、
社
会
人
に
な
る
上
で
も
、
自
信

に
な
る
と
思
い
ま
す
」
と
関
さ
ん
は
胸
を

張
っ
た
。そ

ろ
い
の
法
被
の
応
援
団
Ｏ
Ｂ

　

中
大
の
応
援
ス
タ
ン
ド
に
は
猛
暑
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
Ｏ
Ｂ
が
駆
け
付
け

た
。「
澤
村
投
手
と
斎
藤
投
手
の
投
げ
合

い
が
見
た
い
と
思
っ
て
来
た
」
と
話
す
の

は
、
山
田
太
一
さ
ん
（
昭
和
37
年
法
学
部

卒
）
と
芦
村
俊
徳
さ
ん
（
昭
和
45
年
経
済

学
部
卒
）。
東
都
と
六
大
学
で
リ
ー
グ
が

違
う
両
校
の
対
戦
を
楽
し
み
に
や
っ
て
き

た
と
い
う
。

　

そ
ろ
い
の
法
被
姿
が
目
立
っ
た
の
は
、

応
援
団
Ｏ
Ｂ
。
元
応
援
団
副
団
長
の
高
橋

駿
介
さ
ん（
昭
和
41
年
法
学
部
卒
）は
、「
Ｏ

Ｂ
達
も
み
ん
な
歳
を
と
っ
て
き
て
い
る
か

ら
、
も
う
一
度
青
春
を
し
よ
う
、
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
」
と
言
っ
て
、
１

２
５
周
年
記
念
に
合
わ
せ
て
つ
く
っ
た
と

い
う
揃
い
の
法
被
を
紹
介
し
て
く
れ
た
。

　

応
援
団
Ｏ
Ｂ
ら
は
、
現
役
の
応
援
団
や

ブ
ラ
ス
コ
ア
ー
、
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の

学
生
達
と
一
緒
に
な
っ
て
、
猛
暑
を
吹
き

飛
ば
さ
ん
ば
か
り
に
声
を
張
り
上
げ
る
な

ど
応
援
を
盛
り
上
げ
て
い
た
。

早
大
・
斎
藤
投
手
は
登
板
せ
ず

　

試
合
は
０
対
４
で
中
大
が
敗
れ
、
お
目

当
て
の
早
大
の
斎
藤
投
手
は
登
板
し
な

か
っ
た
。
そ
れ
で
も
観
客
は
最
後
ま
で
交

流
戦
を
楽
し
ん
で
い
た
。 

　

閉
会
式
で
は
、
中
大
の
高
橋
監
督
、
鮫

島
主
将
、
早
大
の
應
武
監
督
、
斎
藤
主
将

が
あ
い
さ
つ
し
、
秋
の
リ
ー
グ
戦
へ
の
抱

負
な
ど
を
語
っ
た
。
最
後
に
本
学
の
久
野

修
慈
理
事
長
が
「
素
晴
ら
し
い
試
合
を
あ

り
が
と
う
。
中
大
と
早
大
の
新
た
な
交
流

の
道
が
開
き
、
嬉
し
く
思
う
。
今
後
も
こ

の
交
流
を
保
ち
、
さ
ら
な
る
発
展
へ
つ
な

げ
て
欲
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

試
合
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
多
く

この日のためにつくった法被を着て応援する応援団OB
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の
報
道
陣
に
囲
ま
れ
た
澤
村
投
手
は
「
中

大
の
代
表
と
し
て
１
２
５
周
年
記
念
の
交

流
戦
に
先
発
で
き
て
光
栄
で
す
」
と
語
っ

た
。
高
橋
監
督
は
「
澤
村
ほ
ど
自
己
管
理

が
し
っ
か
り
で
き
る
選
手
は
他
に
い
な
い
。

走
り
こ
み
の
量
も
半
端
じ
ゃ
な
い
。
彼
は

何
か
持
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
」
と
語
り
、

澤
村
投
手
の
今
後
の
伸
び
代
に
、
大
き
な

期
待
を
寄
せ
た
。

ゴ
ミ
片
づ
け
を
す
る
応
援
団

　

試
合
後
、
神
宮
球
場
を
後
に
す
る
記
者

が
目
に
し
た
の
は
、

球
場
の
ゴ
ミ
を
片

づ
け
る
中
大
応
援

団
員
の
姿
だ
っ
た
。

猛
暑
の
中
、
真
っ

黒
の
学
ラ
ン
（
学

生
服
）
を
着
て
、

ス
タ
ン
ド
で
声
を

張
り
上
げ
る
の
は
、

並
大
抵
の
こ
と
で

は
な
い
は
ず
だ
が
、

最
後
ま
で
手
を
抜

か
な
い
姿
に
頭
が

下
が
る
思
い
が
し

た
。

　

副
団
長
の
清
澤

要
さ
ん
（
法
学
部

４
年
）
は
、「
８

月
21
日
か
ら
、
こ
の
日
の
た
め
に
、
毎
日

第
一
体
育
館
前
の
広
場
で
練
習
を
重
ね
て

き
た
」
と
い
う
。「
暑
く
な
い
の
か
？
」

と
記
者
が
尋
ね
る
と
、「
暑
い
で
す
よ
。

で
も
も
う
慣
れ
ま
し
た
。
練
習
中
は
こ
ま

め
に
水
分
補
給
を
し
て
、
熱
中
症
に
気
を

つ
け
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
に
汗
を
か
い
て

も
、
そ
の
ま
ま
電
車
に
乗
っ
て
帰
り
ま
す

よ
」
と
清
澤
さ
ん
は
笑
っ
た
。

（
学
生
記
者　

石
川
可
南
子
＝
法
学
部
３

年
）

澤村投手（右）と早大の斎藤投手（左）

猛暑のなか熱心な中大ファンが応援に駆けつけた




